
 

平成23年2月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年2月21日～平成22年8月20日） 

 

 

平成23年2月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年2月21日～平成22年8月20日) 

 

修正の理由 

（1）連結 

 売上高につきましては、第１四半期は春先に気温の低下や降雪に見舞われ、主力商品の園芸・生花など春物商品の出

足が遅れ、関連商品（資材等）の販売も大きく落込み、既存店前年同期比92．3％となりました。第２四半期は天候の回復と

ともに園芸用品などが順調に推移し、既存店前年同期比98．4％まで回復いたしました。また、８月は記録的な猛暑により

夏物商品が計画販売数を上回り、既存店前年同期比99．9％まで盛り返しましたが、第１四半期の影響により、売上高は24

5億26百万円となり前回予想を下回る見込みであります。 

 利益面につきましては、粗利益率が前年同期間より0．6ポイント改善できたこと、販売費及び一般管理費が徹底したコン

トロールで前年同期間に対し３億56百万円の削減が見込めるものの、営業利益は１億80百万円と前年同期比では１億56

百万円改善する見込みでありますが、前回予想を下回る見込みであります。経常利益は、前年同期比で71百万円の改善

をし、黒字を確保する見込みでありますが、安定的な資金調達を目的としたシンジケートローンの手数料を今期に営業外

費用として一括計上したことにより、43百万円と前回予想を下回る見込みであります。四半期純損失は、特別損失の役員

退職慰労金など35百万円を計上し９百万円となり前回予想を下回る見込みであります。 

 

（2）個別 

 連結における修正理由同様、個別においても前回の業績予想を修正いたします。 

 

 第３四半期以降も厳しい経済環境が続くことを想定し、ローコスト経営を定着させ、エリア別競合店対策の強化やスーパ

ーバイザー指導による売場展開力の強化で売上高確保に取組んでまいります。また、商品在庫管理の徹底による在庫削

減、及び、不明ロスと売価変更の削減により粗利益率の改善を図るとともに、更なる経費削減に努めてまいります。 

 以上により、通期業績予想につきましては、平成22年４月６日に公表しました平成23年２月期の業績予想に変更はありま

せん。   

（注）上記予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき算出しておりますので、実際の決算数値と異なる可能性があり

ます。 
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業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正にににに関関関関するおするおするおするお知知知知らせらせらせらせ        

最近の業績動向を踏まえ、平成22年４月６日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知

らせいたします。  

記 

● ● ● ● 業績予想業績予想業績予想業績予想のののの修正修正修正修正についてについてについてについて    

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

1株当たり四半期純

利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 25,500 260 180 120 11.15

今回発表予想(B) 24,526 180 43 △9 △0.89

増減額(B-A) △974 △80 △137 △129

増減率(%) △3.8 △30.8 △76.1 ―

（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成22年2月期第2四半期）

25,875 23 △27 106 9.92

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

1株当たり四半期純

利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 19,700 170 120 70 6.51

今回発表予想(B) 18,722 120 1 △50 △4.72

増減額(B-A) △978 △50 △119 △120

増減率(%) △5.0 △29.4 △99.2 ―

（ご参考）前期第2四半期実績 

（平成22年2月期第2四半期）

19,665 △75 △103 32 2.98


